
　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

No．139　　　．．＿．　　き　　　＿　　　　　昭和39年1月1日

昭和31年6月18目第3種郵便物認可

毎月1回1、日発行
定　価　1部　15門
印刷所田辺印刷株式会社
上田市原町TEL（2）1492・2566

≡千曲会報≡
編集兼発行人　　　　小　林　尚　一

発行所社団法人千曲会
長野県上田市常入信州夫学繊維学部内

　　　　　振替長野6243・東京43341

　電話上田（2）1215（代表）（2）1218（直通）

年頭の挨，拶　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネヒ団法人千llll会1‖｛事長　荻　　　原　　　清　　　治　　　、

　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　　ロ

　新しい年なむかえ・母校救職員の梓さん・並に千曲会員各　　　すので秋畷までにはこ利∬］願えることと思います。この仕］］：

位のご繁栄を祝福し，’あわせて益々ご多藷でありますよう心　　　｝よ訓三7｛『に惜労でありまして姿蹟｛よ研兜の時間を犠劉iにして努

から祈念致します。昨年も今年こそは平和な年でありますよ　　力しています，会U各位においても絶大なご協力をお願い中

うにと祈念して新年をむかえたのでありますが，人力では如　　上ます。さてlllを慨校に順じて見窟しょ㍉rドド新銅成が着

何ともで甑い大きな力によっていろいろ剖琳が1縫蜘　 姑泌，酬は榔会長が総会の挨拶商拠述ペーCいロ吻
ん。これも抑が吾々に常｜こ緊張と試練をあた焔ためのもの　で会報の12川搬ご覧莇画・綱一。

か蜘栂せん・牌をふリカ・えゴ（見ると・史」却二の米の　千ll姶の本来のln触会1ゆ馴｝≧が第一議蛾・恒村，鹸
盤作の報は大きな朗報でしたが後はいけません。三河島の国　　近のようにマンモス会となると科別の交t窺の不円滑や，年令

鉄の対轍・年宋になつて…珊炭鉱の大爆党鶴見駅の：轍　 芝窪から来る考え方のズレなどに原因して緊辮淑騰の実をあ
等，今も忘れられない出来事です。rlを胆堺に転ずると，ケ　　げることが益々困難となっています，こぴ）ことはマンモス支
ネデー米大統領の暗殺，続いて暗殺容疑者の暗殺と言う二取　　会でも言われていす。これを解決していくには，支会の細分

蹄殺は近代史上始めてと言う事件で世界第～の叉化01隊と誇　　化・卒党年次別などの対策力鵠えられます，現に愛知支会で

翻

しては国惰を世界に知らせる絶好川○…Z騰器』．㍑　　　「弓：　，　べ　β▽　’「曲会が母｛！交と蕪裏一体であると言

の機会です。会員各位も目木人の　　　　　　　松尾町通りより太郎山を望む　　　　　　　うことは今1三1まで自他」辱に任じて

・一 lとしてこれに関係ある人も・・なし・人も犬きな関心をもっ　いたモッ1・一であります。そして先継迦ポし’・ろいうと苦心な

ているごとでしょう。この有史以来の大フェスチバルが無事　　　して母校のために尽力してきているのであります，そして吾

に旦つ有意乖に終ることを祈念しましょうo　　　　　　　　　々もまた会員相互の親睦の実なあげ，また母校のためになれ

　さて千曲会の昨年度の仕事を見ますと・第一に各位に協力・　　かしと努力、していること｝ま昔も金く変りありません。・じかし’

順た火災鰍蹴が鋤こ泌緯三月末齢・て蹴を　舗のよう障蹴力1激枇て▽モス会欲・酬ますと
締鋤討・’鍵で酬会購縫を集蟹閾櫛肌で全鍋の醜一つはとめると計・と購易ではあり鰻

㌫謬㌶際讃鏡㌶4警瓢護灘ん∴，，・
ついて麟分幽酢肪ていきたいと恩い貯。　’　今鞠詮靴い軸むかえたのであはす・刊1飾ら
　次に懸案の劇三施設が餅畑町（西樹ト沢）にでき，鯛ミ　くまでも親幽仁蟻酬沁とし・一致団結しρ後益拾
鍾の縁喜のよい日に竣工観ました。葺脇浅剛の焼煙　員の緊搬遜各撚かり珊携えて会地・・縮のため，ひい
を見上げる閑静，景勝の地です，会員各位に盛んに活用して　　て｝ま母校の発展のため心を新たにして進もうではありません

もらいたいと思います。次に例年開く総会はいつも長時間か　　　か，賛助会員の先生方にも午曲会のあり方について充分にご

かるのが例であったが・昨年は時聞正確を計画し・1削｛冒どお　　理解をいただき～層のご交誼を賜わり，ご路滋の程をお願い

』灘灘鑑認票難麗慧諮藷蕊震晃麗‡濡、1致とます；　、　．　　　　　　』．

聾㌶灘離嚇麟2璽慧黙麟㌶鷲㌶皇㌶糠麟蕊
ます。1皆様のご協力をお願いします6次に皆様からの強い希　　す。各会員におかれても絶大なるご指導とご協力を賜わりま

望のある会員名簿の発行を実現したいと思います，動静部で　　すようお願レ・を致します。

は昧綿融醐の調髄行ない，着礫備を進めていま　以一回・頭に当り酬醐べてご挨拶と致します。
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Ezz5α7概擁801α励に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　桜　　　井　　・善　　　雄　’

　不完全菌類で植物病源菌として重要な位i’fをしめる．F％sα・　　二r渓愛のprogenyの解析にょって証明したロなおこ1｝礼ら党

競元嘱菌のうちF．・。z励（完金時代をもつもの噸酬　配耳ド初分化畑1∫述の聯∬酬三及形態群の分化と1妾な1珊を

類の面卿2卿・S・Z励に属する）τCる9…p・pecieSを　。1礼ている。ま品一t三の紬果力・ら今まで完全時代の稿臓ぴC
構成するメンバ戸｝こついて，病源学的，系統学的研究を行な　　　かったf，垣siにも劫♪o柳ッoos時f隻の存拍が明らかに．さ

うとともに，分化型（fOTma　Specialis）の寄主特異1・1…およ　　ナした。ついで以上の如きさまぎまオ1：栢内群の分化と生化学的・

が無性4三殖における核‘1勿質再生藤機構など1・こついても2・3　　性質の分化との関連を追求すZ）端糸片として48種の1ノ｝素化合物

、の知見を加えた。　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　に対する資化性を比較検討した。，その結果，多価アル：1ぷル

冗・・」翻の病騨的研究・糊1各地において35輸）・　注　イ舳蹴ど2唖の蹴〔の蜘ヒ幽二はF…↓螂の耐llW
欄勿から分離された卿余の菌株にCalif・mia蝉から送　ける形態胎交rii16糠よび）i糠1’1勺1胱1ぬ分化と1髄1・・蛾し

付されたF，ぺoJα痂f．6蹴μγ力伽o，F．　So『α踊f．がsZお　　　い特異性がみら」れ，ての関係が論議されたo

よび本弗においてすでに同定されていたF．so1α痂f，ヵ加・　　　以ヒのようなF．　Ao化痂　の郁内に｝賊ナる譜種の極内群分

・誠剖晩て，椰日1漸その他により猶酬・はび捌泌1 ｻとそれらのll搬に関する実螂i裸か嚇f…n8P・酬1
的諸性状搬討した，その‘，果，クワ芽枷・lil呈1と・して砂か　刻・縣やF・・ρ1…Z賠・gr・・p　speciesが示“翔…興／庶
o，μ5，cβs　so1α磁f．，720が且．f．お．よび∬，　soJα痂f．γα砺c・　’物’子．的構造，種の概慾沈↓：どを命飛し，さらにそれらの系統学

£coZαrace　2，一リ’ソシ≡1ウ胴枯洞繭と1．，て　1∫．　so》α，μf．　　　的関．t、｝．1．ついてゲ察し．た。　　　．　　　　”ぐ

顕才励oκツκn．f．をそれぞれ新分化迎として命縮己載すると　　　∫（π7πsヵ．聞の寄主特異性に関する組織学的研究：F、

ともに，バレイシ日，コンニャカ，レンコン，ナガイモなど　　　soJα傾のform　sP・の中からf・α‘cμγ彪M¢・f，♪肱sβoZち

種々の植物の越剛地下器日の腐敗病を悲囚するものはF．　　f，μs∫およびf．γ碗ci60」αrace　1を丸らびそれら各々
、。Z伽壼f．。。磁ε。↓。，。c。1であること馴らかにし琉，。　の網瑚勧締。，1イソゲソ，誕ン1・糠た1がレイシ

またF，so～aniについて今日までにリヨらかにされている10　　1日に対する侵、t・機｝‖9なOw理組織：’苦的に観砦するとともl　l記

　fOTm　sp．，2r5ceのうあ8foτ1n　sp．，2｝aceにつ　　　foml　sp．、と、弦主植物の総当り札口£接種を行ないl　l茜原菌

いて，病原性とくに寄説範囲を検討し，その特性な明らかに　　　一惰主相互関係にく）いて組織細胞学的検11擁試みた。その結

するとともに，オ邦におけるF．soJα泌　のフ1ラをi己載し　　果兀全抵抗から発ll碗巨巨にわたるさまざまな段階が朋らかに

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　され．，その機構にっいて論；議した。　　・

　F．so化毎における種内群分化と∫の物幼，間の系統的関　　　無性生殖における核物質再生産機構：F．　SO伽μの無性
係：各種めform　sp、およびraceにわた誇多数の菌株に　　　生殖すな戊：）ち大型分生胞子，小型分生胞」㌦形成過租を細胞学

ついて，完全1制壌よび不5ロ全時代の形態的蹴願の比1鰍　 的に観察Lた。その結果すべてのf・rm　sp．の癬1三胞子形「
討を行ない，大型分生胞子の形態によりF．soZ伽《のfOrm　　、成において，細胞核は形成酬1｛飽娘粗1胞いずれにおいても｝臼

sp．は4つの形態群に分けられ，しカ・もこれら形劇紛化　糸または無糸の分裂像を示すことなく・核物質醐ll胞質中に

は病原的特性の分化とよく一致することを明らかにし字。ま　　分散した形で再生産されて外生娘細胞中に送りこまれ，娘細

た前述のf．，720γi，f．鋤？2培o馴iお』こびf．γα硫Zco1α　　胞すなわち新たな分生細胞一『Lの完成とともに再び局在して核

・race　2の有性生殖の機微ついて研究を行ない，これらの　　を形成するという特異な過程をとることが解明された。

交配型はいずれも基本的には雌雄同体であり，和合型固子の　　　　以上の研究は本子微生物学教室において松尾教授の御懇篤

分離によってヘテロタリズムを示すことを解明した。さらに　　な御指灘と御援助によってなされたものである。また研究遂

これらに完全時代をもつ他のform　sp．を加えて相互交配　　　行に当って八木教授・田ロ教授・長勘助教授，ノ」、Ill助教授か．

の実験な行った。そρ結果f．γα∂16《colαrace　2×f．必sゴ　　ら多大の御指浪と御激励をいただき，さらに西村善次，坂ロ

が成立するほかはすべてのform　sp∴は相互に不稔であり　　日出子，成沢宏，中村僧予，坂口表の各位にも少なからぬ御

各々独立の交配群をなしていることがわかり，種内に4つの　　援助をいただいた。附記して深謝の嵩を表する。　　　　．

交配群を認めた。かかるf・m・sp．間の生殖隔離が自然界　　1（木文は繊＄眺学科小泉研究室・戊騨博・1桜ジ隣雄氏の学

においても明らかに存在することを，自然状態で形成された　　位論文の要約である〉

特許・実用新案・意匠・商標

　　　出願・訴訟・鑑淀
　　　　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　㌧

’浜「特許事務所
　　　　　　　東京都芝新橋1の20‘　・，
　　　　　　一堤第一ピル四階
　　　　　　　東京（591）．－0764・0765

　　　　　　　　　　弁理士’浜　　　香　　三

’　　　弁護士中　猪之助

綜合建設工事一式　　1

疎建築アスファ川鱗設計施工
　上下水道衛生設備工事

、・@　　長野県上田市大宇常入682

株式会社 宮・下　・組
TEL（上田）②0271．2071．4q34

、
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　　　　さろ「ん　に腰認編㌶醐曇㌶㌶㌶㌫㌫議¶㌫
　　　　太郎の山．色　　　賃蒜蒜1濃驚晋；ζ誌叢’慧㌫㌘纏隷蒜蒜1隠総8
　　　　一総会出席記一　　　・　青森に帰る央妻と向い合った。話しが進　昭和8年生糸より織物輸出の主要性を強

　　　　　　　　野rl　活也（蚕13）　　んで叉s御専門は？”と問うと“かたまり　澗されたという話は先生のヴィジョンが

総会酬夜おそく畑駅｝。着いたφ、，の8顕もの　”という・か培りの微で妙かつ1順力固量二・こと赫い

1鞭湊議；難璽藷i灘蚕轍墾響竃藷難1灘猟難．

蕊竺㌫罐㌶㌶溺§㌶1：三議驚：1瓢、：㌫惣・を・趣一た・で

‡欝蹴嬬誌票；　　II下蠕㈱2）・瓢轍葉C≧騨黎
るというので，そ櫨でを，・スで公離　＄r塚獺の縦と迫翻己の禰される縮紬舗・なかつたので胸・例繊

繋㌫、。噸会㈱，前、§舗購莫瓢劉礫㌻亡㌶㌶峯懸難
鵬をし嫌礁・てい拓蹴の際に1用いても醸蹴綬願か。醜セ・はその繊醐り開く力途醐・さ控のが
も誰かがい兼・吟蜘来た了眠会館が火して継のない事と鞍てし・たのであ燗燃碑紙であ成とい・よ・癒

諜纏灘蹴鷲隷江鋤を手蹄畷。臓幽鷲‡㌶㌶瞬7㌶
た屋根の下でもよいから，昔の母校で卵　卓見さんからのすすめによるものであっ　ており吾効ミ世に処するに当って参考と

いてもらいたい・とむべ嫡かな。　、勧ミ駅からのす蜘酷か。たら恐らな醐多くの教訓ヵ縮れてし’る・
　会館が立派なので，すぐそばめ真田城　くこの本を手中にすることはなかったで　この追想記の枇みどころはこの辺にある

二，重やぐらは頗る貧相に見えることにな　あろう。私はこの本な一一読して針塚先生　と私は思っている。つまり多くの先輩が

った。　　　　　’　　　に搬を鮒なかった卒鰹Eにもその購長い人生において体験したあらゆる処世
駈で賠．眺め購の記憶麺び起』搬すすめたヤ・と思随をと硫端での教訓ぽの追想・・によ・て針塚先生を

す。束に舗シ，西に・クサギ，南にト・ある。　　　’　　　　介して語られているので泌・針塚精招P
ツコ，北にタロウ6曇っていて，楽しみ　　内容は大別して伝記と追想記から成り　という言葉は聞いたがその実体が何物で

にして来たアルプの槍の鋭いキッサキは　立つが，伝言己はこれを7章に分っている。　あるか知らなかった鞭者はその意味する

望まれない。太郎は初冬の寒空に紫にく　　（第1章幼少年碍代，第2章東万、時代，　ところが少しは判ったような感じがす

すんで，変らぬ落ちつきをみせ，鳥帽子　第3章ヒ田蚕糸専門学校長時代，第4輩　る。針塚精紳とはまことに言うは易くし

はどっしゴ閧ﾆかまえていた。今頃の夕陽　校長退官とその後の上田生活，第5・ド：帰　て行なうは難いことであるという感じが

には鳥帽子のトンガリがライトエローオ　郷とその後，第6意」世の師針塚先生，　する。本書を読むと針塚先生の居られた

一カーに輝いたものだが，「と30年前の山　第了章逝去）　　　・．　　　　　　　　頃の千曲会の団結が強固であったという

色をならかしく恩う。　’　　　　　　　1章かち7章を通じ先生の生いたちから　こともまた当然のことだと思った次第で

公園購よりは激くな・ていた・市学生継講嘩卑して礫績，醐ある・そ櫨一離し竺うならば針塚
役所の予算の問題であろうか。園内のと　後の処世，豊かな趣味などが鈴木教吾氏　校長と個人個人の卒業坐が人間として深

とのわない感じは，大樹のないことと，、の筆にようて見コ罫に描かれている♂伝記ーくかたく結びついていたということであ

路らしいものができていないことであっ　どいらものは恐らぐ書くにその人を得な　る。　・

たご然し会館の県展には・思い切ったデ　いときには人々に多くを訴えないと1田く　針塚校長の卒業生に対する愛惜は今日の

イフォアメーションの木彫の首などが出　が，鈴木教吾氏という適任者を得てこの　常識ではちょっと考えられないほどであ

ていて，結構たのしかった。　　　　　　伝記は針塚先生の人格と業績を一層光り　の，その故にこそ卒業生が深い尊敬をの



（4）漏．139（昭和31年6月18日第3顧郵便物認可）rr、曲1　会　報　　　昭棚年1幻日

灘灘羅難i難！麟欝繊i癒驚，曇騰ll岩

灘蕪鐵：欝｛繋戊灘≧難総li竃1竃｛難撒轍1

の㌶㌶㌶よ巖綱野‡纏灘霧巖。て橋詰捜塁蹴猫臨㌶纏

繍鑑爾灘㍗多数御誓託註㌶㌶；竺鰺i昭不039年砲松燃麟71｝
　　　　　　　　　　　　　（M生記）　醜よるが・戸田蹄轍の昧・レ物ほ些治堅“二醗、＿，＿．口
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶレ　イ　ン　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　ロ　　　　　ほ　　ゴ　　　　　　ド　　　　　　ロ　　　ば　　　　　　ハ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
　　　ジ　、　針塚長太郎先生一』その伝記と追想記一　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳

ちのちまでも持ち続けたものと思われる　　　　北信支会総会に出席して　　　．シュな努力で支会U名簿ができたことで

のである。このことは単なる月給取の精　1　12月7日長野市の裾花川々岸にあzあ　ある⑪そして千曲会熾名簿のUく告は灸員
神によってはできないと私は照う。月給　さひ荘で北儒支会が囲かれ，la校かじb　をあげて大いに集めることが約され，名

取ではできなかったことを良く成し遂げ　村六9教授と町田博千曲会ll国1：力珊席t．　簿の早く川來ることが期待された。

られたところに所謂針塚精神というもの　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役Uは2角改選であゐが，会長が再任

があるように私は思うのである。またそ　・北信における同窓生は約150名で支会　された外，副会長，代議1む幹事等にそ

れがかつての千曲会のバックボーソを形　の中では大きい力である。そのヰ時の50　れぞれ袖充移動が2～3あ・て若い層が

成していたのである・　　　1名は県庁1こ職をも端で・県庁刊瞼を〕細レたパ馴撚農試か畷試に移づ
千曲会を強化することを主張する人々は　編成して北信支会の中核となっているよ　た。

針塚精神の現代版を実証する覚悟が必要　うであって，今回の総会ぱその県庁千曲1　．兄弟に～1珊適するきずぴ酩1嗣1れた岡

ではあるまいか。若しそれが現在におい　会の会長柵詰英雄氏が県牛》別職三役の出　窓生として，欄鳶酌み吏／ながら年代を

ては不可能であるというなら千曲会の強　納長に蒋任さ牙礼た祝賀を兼ねて聞かれた　超え，職場をはなれ℃金く気らくな立場

化などということ喧繍励力浪いとものである・　　㌢　　で・糠　炎嫌談剛し醐鋸興商

撚○竺：、　…織熟繍：陪、り，ミ

　　あゆみつづけら椎道ピ　　ト　・　、酬培繊艦酬会館i内
、い轍・しくふ賊・てみ・う　　　日コ込先　針塚先生追想録蒲醐会

　　　　　　，



．旦竺日1㌧＿＿＿」＿＿旦二＿．亘’報（瓢鑛齢茄139…
　　　　　財団法人上醐酬学搬会研究助成繊　　　三ど㌫と㌫三㌫．｝…一……一…
　　1・この規定は（財）上田繊維科学振興会寄付行為卵4条第1　　　2・本会に繊維科学振興会覚を設ける。

　　　騨吻・もとついて定める・　　　　　　3・繊ll…科学綱桧鰍，繊1綱紬よびこ蜘棚し却・ト
　　2・（財）’1二田繊維科学振興雀さ（以下本会という）は繊維科学　　　　学の分野において顕著な功績のあったものに授与する。

　　　およびこれに関連した科学の分野における優秀なる研究　　　4・前項の業績｝ま発表された論文，藷λ，または発り拷案とす

　　　に対し，助成金を交付しその研究を奨励する。　　　　　　　　る。　　　、

　　3・殊会は毎月2月助成金交付希塾者を募集する。　　　　　　　5パ受賞決定者には賞状および賞金を贈る。

　　4助齢の鮒綬けようとするものは助成鮫倒　繕　6・繊縞糊酬会賞の澱働脚焔州蝉幽∬学部撫

1，．㌶2瓢瓢蹴難1：㌦棚蝋を　㌶耀罐翌蹴ものとす・・綱締
　・　得ているものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　7・受賞者の選考は受賞選考委良会1ζおいて行なう。

　　6・助成金交付研究の選定は1り1：究羨員会において行なう。　　　　8・委員会の定風は5名以上とし理」浪が灸嘱する。

　7・委風は学識経験盤かなものを理事長が委嘱する。その定’　9・萎戯会は推薦候i補者の中から授与のll∬1置ありと認めたも

、　　数は5名以上とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　のを選び選考理由氾をつけて〕∫1｛、1浪に報告す著｝。

　8・翻会は嘩研究卿かC・・研髄助成するに適瓢も　10・鯛浪戚籏醐｛瑠捌蜘珊机，鯨銘鵬［によっ
　　　のを選び選考理由諏：をつけ理事長に報告する。　　　　　　　　てその価値を問う。投票数は迎」1二定数の2分の1以上で
　9・表彰規定（1〔功と1司じ。　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　な↓ナればならない。

　10・研究助成金は5月宋日までに交付する。　　　　　・　　　　　W効投票のうち可とすゐものが3分の2以．hであるとき

　1L研究の助成をうけたものが，1城鍛領後その研究を行　　f土受酬とする。
　　　なうことができな舗った場合，あるいは・掘二した場合　¶パ受蜘粁曲会総会のさいネ予なう。
　　　は，すみやかにその旨を本会に申し出なければならない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

12・研究の助懸うけ姑の臨助成金の鮒が減してか　　1財蹴人上田撒科端験酬行為
　　　ら1年を剛したのち6ケ月以内にそのイ減成果株会・　　第糠第順第栂，第鵬の補助内規
　　　に提出しなければならない。

ほ助成金の交付をうけ踏のカミ，その助成金によ醗明，　’Lこの醐は（財）」田繊剤尉鯛獺途鮒そ識第4条舶
　　　研究等の成果に関して特詔：権または鍵用新案権を得たと　　　　頂第4号，欝5号にも’とずいて定める。

　　　きは・その峡について本会に報｛礼なければならない　2・本会は予》肋獅1内において榔1〔関係の学会，討論会，
　14・助成金のヴ果の概要は午曲会誌ヒに公表するものとする　　　　譜演会・その他これに準ずるものに対し補助金を交付す

1．叢熟ζ灘羅嶽罐耀第橡第一・・鍾‡㌶鑓き蹴㌫隷湘・・鐡付こ

　円㍗、’V1＾’一±’｝W　ハ…’”M1’V～、’　一ダ」一」～」パ・咋・㌔’一・一・一　　　・「　　　＾、．．．＾　　∋　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄

　　　火災復興資金募集
募金要項
　’募　　金　　 目　　標　　箸頁　　　　　　　5，800，000円　　

盟鍵ま。鏡　…00・…　ヨ
　拠　　　出　　　額　　1口　金1，000円　1rコ以上

　申　　込　　期　　限　　昭和39年3月末

　　千曲会員各位
　　　　母校火災復輿資金募集実行委員長

　　，　　　　　　　　巣　　山　　喜　　吉

　　　　　社団法醐讐原清療
　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、　　　火災復興資金’兜納者氏名　（12．20現）．
5，000円　小湊　潔（糸4・京滋）宮沢岬（蚕19・京　滋）
3，000円　杉本佳英（紡28・愛知）宵平太三L（肪18．・石川）
　　　　　辰野邦好套（学イヒ1・愛タiロ）

2，000円　池田龍幸（化5・東京）猪坂直一（蚕6・上小）
　　　　　樋口忠義　（i蚕i14・更埴）　寺自奇1喜ヲき　（糸23・」ヒ奥）

　　　　　遠山正人（i蚕20・北佐久）山内一次、（蚕22・越佐）

　　　　　小林茂樹（学蚕7・千葉）吉津柏（紡5・熊本）
1，000円　山越清美（化4・更埴）『山口邦友（学蚕2・埼玉）

　　　　　宮下民雄（学蚕5・東京）滝沢一雄（学化7・東京）
　　　　　等廊力宜安（糸22・東京）近藤五代治（糸6・愛知）

　　　　　小林成雄（蚕別3・上小）野禾信次（糸22・愛知）
　　　　　工藤亮（学糸3・愛知）平野庄一（紡16・愛知）
　　　　　飯塚正盛（学化3・愛知）安部吉昭（学化｛0・愛知）

　　　　　塩入敏行（農4・越佐）lIl本七郎（紡14・埼玉）

為替のご用は　　　　　　’
　　はやくて　たしかな
　　　㍉富士を、ご利用下さい

千曲会へのご送金は、当店宛の振替貯金
ロ座唄ヒ野3523ヨう『声番ごイ更牙雪です　　　　　、

・　　、　　　　　上田市原町

皆様の㊧富士銀行上田支店

信州鹿教湯温泉

暴豊麓鑓1文　珠　荘

l　　　　TEエ（西内）35．

〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一



　　（8）漏．139（昭和31年6月18日銘3租郵便物認可）千脂曲　会．報　　 1聯139¶∫ll日’

　　　　第24回千曲会総会記　　、　蒜』綴‡象麗瓢芝蒜；鷲蕊繋驚るよう

室灘召罐麟耀㌶ξ欝㌶‡蕊鷲　；蕊三蕊裟㌶叢謬漂：：欝塁｝｛騰奮
24支会から代瀕，微力・102名1購した．委任状の酬fよ　ので発欄酬酬・てアフタ’ケア’蹴ける？（会辮
・・ｫ㌶・㌶鱈㌫長挨拶酬明‡麟短？綴鴛；織憲鰹瓢

　　（1）1聯ll37年度収支決算について（2）昭和384P度収支予外　　学校≧と1局1こ入っているので4麟欄布厭川児cいが将来楓ケ∬：

　　について　㈲会員名簿発行について　㈲母校火災復興資　　　の厚生寮の収益や嘱；平部分林の収益が』謝ム雷れるので期待川

　　金募集について　（5）千曲会原生施6費利用について　（6）千　　　来るカ㍉今側｝まどうしたらよいか拶え’て慾しい。議艮採決に

より緊急動議があり理事会において議案を聯疏してあるので　　’るのか，それても締め切るのか゜町田理謝募金rl樗｛額は580万

ポイ滑について説明・審議して翻筆逃行の難があった。”で納入期限｝‡緯3服憧あっ々納入成綴不¶遙のた酬ゴ
　町田理事より39年度予算にっいて　①」陳入の部で項日の序　　込期限は6月末まで延期納入期限はt2月までと1、たが。まだ

列を正しく変更したこと。◎施設使用料として新に項目を設　　300万に達しないがこ沁以上は無理かとも思われる支会にょ

定した。これは本会厚生施設が出来上り西軽井沢楓ケ丘千曲　　　っでは期限を延長せよい’う声もあるので理事会では3月まで

寮の使用料を予算に経上したこと。③雑入が前年度より滅額　　延期することにしたので認められれば期限な3月末延長する
されているが50周年記念風呂敷の残部がなくなったためであ　　　ことにしたい。議長採決により異繊なしの声多数3月末まで

る。．④その他予算増は会員増に伴う自然増力llであることを説　　募集期限を延長した。　　．　　　　、　・↓

明。歳幽予算については①会議費総会費を増額したこと。　　　O千曲会厚生施設利用について
①厚生施設蜘として新に項日を設定し先。これは楓ケ丘千曲　　．町田理琳別紙方鮭設利用案内は本部の考えであるがご意見は

寮の管理跳譜税等縫上した。③会費集会費を前年より減額，ないか。力徽矛1∫醐ほでには蹴1は紺ヨ洪を考鮒醇ある。
．した。これは会費の集金について支会，会貝のこ働に期待　・千曲会乎艮に内規等を載せ纏へである。質疑：（神奈川支会）
したためである。④その他予算増は会員増に伴う自然増であ　’利用宿泊時間をユースホステノレなどにならって～F後5時を3

る。質疑のあと全会一致原案可決決定した。　　　　　　　　　時にしたらどうか。　（静岡支会く本当なら更に午後から翌日

　○会員名簿発行について、，　　　　　　　　　　　　　　　の午前を一泊としたらよい。（蒲坐顧問）別所にも厚生施設

　閑理事より会員名簿発行計画にっいて明秋までに（9月予　　　を作ったこともある同窓以外｝：こも利片捌］来るようにしておい

定）発刊するから経費，会員の動静について審議されたい旨　　たらどうか。（宮崎支会）施設の管1、1｛はむつかしい，火災盗

提案説明があった。なお広告料，会員動静正確についでは支　　　難などの事故を防ぐ立場からも’常任管理者が望ましい。　（北

会の1窃力を特にお願いしたい。「広告料は各支会にお願いし，　’　佐久支会）御代田駅にも近いし儒越線が昭和40年までに電プコ

広告決定したものについでは・広告料の30％を支会に広告馨　　化すること，大市街地桔想もあることを考えると非常に別荘

、集費として還元する。予約申込部数については過般各支会に　　地として有望である。本会の計画は良い。（猪坂顧問）積極
照会したが概算申込部数は580部でdド常に割高になるので予，　的に更に10軒位造ってDl」荘地帯としたらどうか，貸別荘と1、

約部数を多くするよう各支会にお願いしたい。　　　　　　　　て考えれば利用方法はある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ
醐㈱轍会）猷学岬会で無〕鞭聯しているとこ有　鞭一猪坂氏より面白壕があった鉢部鵠えて準うと
もあるが調査してほしい。（東京支会）形式はきまっているか　　　して利用時間は午後からということで承認して宜しいか。異

割安にする名簿の作成様式を検討して慾しい。（上小支会）　識cく決定。（町田理事）千1｛瞭施設殴翻縛不足を生ずる
前回の部数を参考に支会に割り当てる。特に正確にして慾し　　ので特別会計から充当すること承認願いたいo諒解決定した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　．
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　　昭和39制月順　　　　千　曲　会　報（昭矛n814F6月ユ8日第趾郵｛更物認可）拓鵡9（9）
　　へ　ざ　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　 @　　　　　　ぼ　コ　　　　　　　ニへ　　ロヒヒ　　　　ず　　　　　　テ　ロヘロ　　　ロ　ド　へ　

（荻原咽浪）利1鵬をみて輌撚して酬糖1｛凱蹴　てはどうか．鐡納入成糸認いそうだ力準額会蝿50晒に
緯鰍璽酬究已勧‖寺期愁しないように粧らオ・　してはどうか。（愛熾会）始・脚の継によ。て醗化
るので卿桧に一酬い度し・・異徽く漣・　　・される．三度活発駄る嬬く継ものである．鋤員の先
　○総会に識演会開催につし・て　　　　　1　　　　・　　　　生にも出1棚頂っている。会員の半数以．ヒll傭して盛会であ

　　（荻原理事長）総会に舗5｛｛会聞催するよう提案されでいる　　るい　，　　　　　　　　　．

が学内理事会で｝嬬寸の結果困難であるという結論に達した。　　　（近畿支会）千曲会活動資金》募集をした彦）どうか。会員名簿

どうしてももやるということであれば学部祭で卒業生に」提演　　会報発行のために使塗したらよいと思う。「職別に名簿の正確

酬っていζ・のでこれと共｛鱈一か，繊維科学獅｛会と跡恒　さを石蹴して慾い・。以上のように枝会代灘iから多くの
行うことが考えられる。川日については茨城支会よりもっと1　質疑澄見の発表があり。荻原理小長より説明があり，ことに∴

気候の良い時固那llせ］：と捌螺があるが現行の］胴が学会　鋤員の先生破会え別部ぱ指名のあ，、た」齢に1嬬願い・
や仕事の都合．」二良いも又いっも茨候に恵財ピζきたことも考　　することにしている。支会の要請に応ずるようにしているの

梛議して慾しい・、榊奈∫1ぽ会）撚翻］の荻劇1姻線　で支会で殻て実行ぽ也・らいたい。蹴表された鯉：なご
に賛成・（茨城支会）期Fl変更の件はそJLほ君強い意味もな　　意見については充分本会の向上発展に資したい。　　一

いのでこのさい提案を撤回する。（宮鶴寄支会）遠方からくる　　以上にてILI旧良人議長吻）司快な議寵瞬予振｛）によって全議案

と多く得るところが慾しいのて総会にプラスして講演会を開　　審議は終了し，小林運党副会長の閉会のことばがあって会議

くという機会を得られればき1をいである，総力を結集してやる　　は終了した。

よう努加て慾い・・蜘ヨは現状畷成。ωw・研脚）6微　尚咽〔ンス㌍1こて馴蹴380周．鞠念，ll、、田欄会
会に反対ではないが一日に両力やることは困難であるii胞i途．・館落成を祝って飾りたて！1こ市内を通三・て1二隅公園内の市民会

の件は今後の課題としておきたい。　（上小支会）i渦演会を開　　角オ｛に聞催の県美術展を《51設して午後6時蘇剤［1：において懇親

くことは会貝の職稲年令願4寮ま’ちまもで同し譜演会なPI拭こ　　　会が催された。

o鋤鯉搬んについて　・　　’・　　（東京）小相雌撚縮宮下嬬
　仙・卿）説騨部繊端展し幽噸の数榔甑る　　　　酬繊
竃羅欝難灘羅1鷺雛　i羅燃正竃1却・：1副｛1：1鰹，

羅麟慧嬬灘麗2繁i墨灘辮　（輝麟轡豊今井甲梛戸・噺
○酬竺あり方について　、’　　ガ　　（安⑮灘縮醐蜘　　　’
　（荻原理事長）提購醐千曲会』初馴麹深めてゆくには　　（諏訪）小松忠幸　柚↓｝・穣助
会員で連絡意志疎通がうまくいかないようでは今の日的の実　　・　（静岡）山田　良人　　　　’（岐　阜）石坂　尊雄

を上げることも出来ないのではないか本会も大世帯になり昔　　　　（愛　知）沓掛　久雄　　中村登一郎　　小μ』田　峻

φように緊密にすることは容易ではないがどうすれば良いか　　　　（三璽）鈴木正悟　　　　（兵　庫）石井　昭衛

というのが議案の趣旨で様々な案例えば科別，年次別会と本　、　（近　畿）石坂虎治郎‘　　　（高　知）中山　　剛

会と直結させる案などが提出されているので審議願いたい。　　　　（宮　崎）中島　　茂　　　　（香　川）菅木　静志

（神i奈川支会）支会総会に学部の先生をお招きすると脚席者　　　　（上　小）母袋忠右衛門　猪扱　直一　　蒲生　俊興

ヵミ多いので，その時は連絡してむらいたい。学生は知識慾があ　　　　　　、　倉沢　ii庭徳　、林　　貞三　、宮下　　力

るが学会と離反していると考えられる。学科内で講師を招い　　　　　　　　香山　清和　　佐藤　　一　　竹内　善吾　　、

て講演会を行なうということは考えられないか。（策京支会　　　　　　　　島田　林助　　倉沢　秀一　　上平　恒一
）東京ゐ本会員の申には他の大学の講師などしているものが　　　　　・　　　田口　　玲　　川上　保人　　細川　俊雄

あるが上田ではしていない。授業の間に・はさんで先輩を利用． @　　　　　　欄ト隆夫　　西沢　正一　　箱山　住夫
したらどうかということが支会総会で話題になったq東京支　　　1　　　　窪田　作水　　和田　　晋　　茅野清三郎

会では先日賛助員の先生のご出席をえて講演会を催したが若　　　　　　　　荻原清治　　町田　　博　　白井　菜朋、
い会員も多く出席し盛会であった。若い人だけの会というも　　　　　　ピ　関　　博夫　　竹田　　寛　　篠原　　昭

のはむつかしい，先輩の大物を呼ぶとうまくいくが困難であ　　・　　　　　　三石　　賢　　小林　　勝　　滝沢　達夫

るQ軽い気持で皆なが寄れるようにして慾しい。』　　　　　・　　　　、　　矢彦沢清充　　・阿久津伊平　　田中　一行　、

・（愛知支会）支会では地域産業を考えて出席願う先生を指定　　　　　　）　　土屋　幾雄　　窪田衛二　・小山　　定

したりしている。若い人は仕事に共通性があるので集まり易　　、　　　　　大工原　健　　田中　茂光　　小泉　箭明

い。本会評議員の選出には支部の意向も入れて慾しいという　　　　　　　　一之瀬匡興　　美斉津利正　　小笠原真次

考えもある。（東京支会）卒業別，学科別｝こ評議員を依頼し　　　　　　　坂口　育三、北条箭正　　野口新太郎
てはどうか組織的にも鋤き易くなるではないかと思う。年令　　　　　　　　青沼、茂　　小山　長雄　　野沢　潤子

別グル門プを総会に直結させても良いと思う。（宮崎支会）　　　　　　山崎嘗録　遠藤恒久　石川　博・
総会には1時間でもよいから講師を呼んで魅力あるようにし　　　、　　　　　押金　健吾　　中島　　退　　小林　尚一
て慾しい。なお総会出儲が判るように席に氏名を表示して　　　　　　　　山口定次郎　　大屋正尚　・母袋　良平

ほしい。　（北奥支会）精神的なつなが、りのため速絡員をおい　　　　　　　　白井　要範



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

側　脇139（昭和31年6月18日舘礪顕便物謀可）㌃千　　曲　　会　　報　　　、　昭和39鋼月口

昭和37年度社団法人千曲会歳入歳出決算書　　　4・〕1躰財産造成費　64・40058・ooo　6・400

歳入酬離　　　　876，998円　　　5・鐡納入鮒金87・145146・500　59・355
歳出酬鹸　　、　　826，100円、　　　6・予　備　費，…17・000　…17・000
　歳入歳出差引残高38年度繍越金　50，898円　　　　，　　　　合　　「計　826・100883・500　　57・400
　　　　昭和38年11月23日　　　　　　　　　　　……一……一一一……・｝『＾　’『以　…〆

　　　　　社団法人千曲蝕目帳荻原浩治　　＿＿．．口亙旦旦鷹工土星藍題況　．＿

…三………ｾ一｝｝ズ｝…「｝一�@基本財司　撚！端保管糊
種　∋撒1李購1増1減IWI拷　固蹴593，55。円
1．基朱財産利子

2．前年度繰越金

3．雑　　収　　入

　1）広　告　料

　2）印　　　税

　3）当座予金利子

14）雑　　　入

4．入　　会　金

5．会　　　　費

6．寄‘　付　　金

　合　　　計

78，135

138，944

106，709

5b680

　5，229

49，800

64，400

485，810

　3，000

8了6，998

74，000

‘20，00

106，100

90，00C

　　100

　2，50

13，500

58，000

625，000

　40
883，500

　4，135

0118，9U

　　609

02，729

36，300

　6，400

026，000

38，320

100

139，1日0

6，502

貸イ寸f言訂三　　　　　巧て　動　艮1窒　563，550

電　刮勝　、ピ地563，550

辮1驚：：：：；

絹辮の構
造外売苅］

代　　　　　　＾r

苫劉1艦郡禦ll謬1藩薙麟
4日礁言己済

　　　　　　　　　　　1

三i変銀行貸付儒‖丘’　350，000円
　　　金鼻1討目‖〔i　　　　　　39，538
111fξ言‖n6舌｛聾t券（都ii｝fl69フゴ）　573，653

新胤．頸＿＿旦｛18．㌦L警叫脇∬1　酬
161名

50周釘ζ記　　基
念寄付金

　　．　　本

歳　　　　出　　　　　”　　金

種　　日閤醍1額獅増1減｛備考　一決，鄭額　予算額∫　　　　　1　　　　　　－』一’　…叩’……｝　　・

前年度繰越金　　898，791

本年度利子収入　　　78パ35

本年度穣立金　　64，400

通常会計繰入金

合　　　昔川1，0礼326
　　　　　　［

　78，］35

、78，135 963，191

1，会　　　　識i　　　費　　　68，580

　1）イ弐こ議員力衣費　　、40，120

　2）総会需用費　11，700

　3）役員旅費　　8，880
1　　4）役員需用費　　　　7，880

2．き甚　　務　 ．所　　費　 193，38｜

　］）幹事給料　　　一
　2）書　§己　給　琴s｝　100，000

　3）旅　　　　　　　費　　29，850

　4）傭」　　入　　 ＊斗　　21，025

、1 T）役員交際費　4．345

　6）賞　　　与　　一
　7）‘情　　　品　　　費　　　］2，｜50

　8）消　耗　【界〔、費　　13，592

　9）会費収金費　15，222

　10）通信運搬費　5，467
　｛D雑　　　　・　　費　　　1，730

3・事　　　　業　　　　費　412，594

　1）会報発そ了費　396，890

　　（1）編　集　費　　4，200

　　（2）印　刷　費220，440

　　㈲送　’料
　　（4）需‘用　費・

　2）出　版　費
　3）会員名簿発行費

　4）講演講習諸費

　、5）研究補助i費

　6）調　査　費

　7）慶　弔　費

165，590i　165，000

　　　1
1：：：1じ：：iii

　　－　　　100

　　：一器

　　ハ　5，704　　10，000

66，000　2，580

40，000　　　120

　6，000　5，700

12，000

　8，000

225，600

　　100

100，000

30，000

30，000

5，000

　　100

　5戊000

13，400　　　』92

30．000

10，000・

　2，000

370，40042，194

350，70046，190

10・000

165，00055，440

　　　　590

3，120

　120

32，2｛9

　100

　150
8，975

　655
　’100

2，850

14，778

4，533

　270w

5，800

昭和37年度特別会計報告
≧補　＿旦＿＿＿△＿｝。．室一＿．＿‘旦．

習名分喋灘念λ㌶円糎（慶1隈）．島］°°円

　・　　　　　　　　　　　合　　　　　　言†　　　　457；760　　　　　合　　　　　　罰゜　　　　　　8，］00

　　　　　　差引残高　44，9，660円　昭和38年度に繰越す。

　㌦　　　　　昭和37年度特別活動資金報告　’
支会総会「反一　…三「二…ぎプ四一⌒…冨…
　　　　　　　　　　　　　　　　▲

前継繰蹴226，了37円1酬轍婆風鐡

寄付金　　曄　　殴蜘0円
利、子収入∵10，047　募金経i費
　　　　　　　　　　　手　　数　　料
　　　　　　　　　　　　　　　　　り1合　　　　　言卜　　　236，784　　　　　合　　　　　’　i言『　・　　4，900

差引残高　231，884円　昭和38年度に．繰越す。

　　昭和37年度千曲会厚生施設費報告

収　　　入｝支　　　　出

印刷費　　　　　　　　　一一一一　　一一一…一一一…一一一
1磁報，項　∋鑓i項∋金剛備　考

　　　　　　　　1．前年度繰越金

3，34α　　2．雑収入
　100　　　　　　　　預金利苧

　　墾行酬1雑　入
　100

　100

　100

4，296

合　　　計

487，539　」ニ　ユ也　イ｛こ

　8，269　建築　費

　8，269　施　設　呈是

’　　調査費
　　　公租公課

　・　雑　　斑
495，808　合　　　　言卜

161，925

1，834

6，560

｛了，同5

㌔210

1　　一翻瀟307コ繭＾滋緬議謝。

土地購入代金
563，550の302多

フk道負担金

調査及焚渉費

獅氾登録料

18・・7！　・



、

．．魎竺型旦．＿＿ア＿一．・曲⊥会　報瓢錨脇）砿137・1・
一＿＿．…魎蔓乙竺」堕鍾乎壁竺」墾塑竺二二＿、　一＿＿　　　歳　　　出，

＿些＿＿＿＿込」・．≡＿一．＿旦　　亘＿」」至霧醗麺増1肪茂i備考
項　Ell金額1備∋項　∋金盗i備考　1．会　議　嬰

　酉己分金

　雑収入

　　利子
，合　計

210，000

　5，645

　5，645

215，645

麗襟売調㈱畷i
管理人謝礼

寄　　　付

　合　　計

19，235

1，600

48，050

68，885

　　　　　　　1）代議員旅殴

　　　　　　　2）総会需く戊刊殴

協定にょ　　　　3）役』4旅費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨着部に　4）役蠕腋

蹴・舶46・760・・次・・度・・綱．　　2『給翻fil

　昭和訂年度厚生事業収支報告　　　　　2）傭　人　ま斗

項

目

髪

〕祈

た

ば

こ

1収　n∀∵“一←x＾「－｝一｝｝一一　＾“｝｝　　　　　　　　　一一〔’w－・一・一…一一　　　　　　　　　　3支　　　　　　出　　　　　　4）旅‘聾

＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　　　　　　4）役蛾交際費

璽一』1金．劃一・項r日金剰備考　5）賞　・与
前年度繰越金
　　　　み理髪代収入

合　　　計

。前年度繰越金

売　上　金

雑　収　入

合　　　計

1，334

ア1，000

72，334

27

1，197，640

　10，860

／㎜27

給　　　料

備　品　費

消耗品挫
電　気　料

借　家　料

剤1ビ　　殴

　☆　　言卜

1たばこン仕入金

組、合費
販売乎当
給　　　料

事　務　費

…一…一＿＿＿’
Q一．＿
@　　　　（1）編　集　墾牡

　　　　…　　　　　　6）備　　晶　　費
37，000

11：：謄欝　彊≧‖
7，652週間誌　　9）通信〕｝醐剛

　　　　　　　　　10）雑　　　　　殴
6，203

　　　　　　　　　3．事　　業　　殴
　700
　　　　　　　　　　1）会報発行殴
70，490

1．09｜，1｜0

　1，890

　30，944

　60，000

　24，000

菊‖　　　　　費　　，　　　200

合言川12・嗣　へ、・5）研究補繊

1　’　　　（2）印刷顕
　　　　　　　’　（3）き逡　　　　　　ホ斗

　　　　　　　　（4）需　用　i改

　　　　　　　2）出　版　費

　　　　　　3）会員名簿発行費

　　　　　　　4）講演講習諸費

　差引残高　1，844円（理髪）および383円（たばこ）を　　　　　6）調　査　　費

　次年度に繰越す。　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）慶　　弔　　賀

　　　　昭和39年度社団法人千曲会歳入歳出予算書　　　　　　4’厚生施設費

　歳入予算高金1，04。，5。。円　　　　　1）管鯉‖費
；歳出予算高金1，040，500Fq　　　　　2）光熱水料
‘　歳入歳出差引残高　　な　　し　　1　　　　　　　　　，　　　　3）公租公課

　　　　昭和38年11月23日　　　　　　・5・2鉢購造成費
　　　　　　　璽竺酬会聯型甦≡；：章費納2総

歳　　　・　入　　　　　　　　　　　　合　　　　計

97，000｛　84，000

51・80・148，0〕・

249，200i263，1。0

20・000巨3’000

16・2001｜5・000

9，0001　　8，000

348，000　自35，000

　10，000’10，000

190，000　｜80，000

138，000　135，000

　10，000　10，000

　　100　　100
　60，000　　50，000

　　100　　100

　　100　　100

　　100　　100
　10，000　10，000

　21，000

｛0・800

　5，800

　7，400

　64，000　60，000

｛74，900　164，000

，13，000　17，000

1，040；500　983，500

13，000

3，800

7，000

1，200

1，000

1；：：！；；「1：；：；；8

40，500｛　37，500　3，000

　　　　
10，000i　　5，〔〕00　5，0〔｝0

。鵠，，；：

14，500i　134，00　1，ゴ00

　キ　　　　　　　　

21，00ぴ1　35，000

　　　くべ
12，00α　　12，000

　　　ト、，瓢39；：！器、；：器；

　　　　　　　13，000

］0，000

3，000

10，000

21，000

10，800

5，800

7，400

4，000

10，900

57，000

30人

懇親会補
助
15人

13，900・

　100

n，90077人

　　　25人

14，000

4，000

鴎度1前繍　1⇒　一……一一　　｛…　

5．000部

　　10回
2．300部

　　10回
宛名カー
ド

種　目予瓢予醐2已減．備、考　　昭糊年駈購酬端興蘂三醸露……

フk道電気

料
聞定資産
税
160人×

　400円
100円×　・

2．070人
×0．7

500円×
200人×
　　0．3

　1．前年度繰越金

、2．会　　　費

3．入　会　金

4．基本財産利子

5．施設使用料

6，雑　収　入

　1）広、告料
　2）印　　　税

3）普通予金矛‖子

’　4）雑　　　入

7．寄，附　金

　合　　　計

・；？；　／＝

64，000　60，000

87，800　　84，300

｝9，000

97，700　　98，200
り

80，000

　100
4，100

一13，500

　1，000

LO40，500

76，000

　　100

　3，900

18，200

　1，000

983，500

10，000

21，000

4，000

3，500

1，900

4，000

200

57，000

500

4，700

　　500円、　・　歳入歳幽差引残高　　　　190；000

新入会員　伎　　　　　昭和38年6月6日

1臥ﾗ。円＿、　鯉灘榊魎会醐長柳沢延房

2070人×　　歳入決算額　　370，616
20。人斐゜円　歳出決算額　18・・616

鵠1晶旦≡・」㌶犠峰鍵已［剛備考
酬躍驚1・前年肝酬
料　　　　　　　2．基本財産利子

鑑賀暑中広3．雑収入
口

　　　　　　　　普通預金利子

　　　　　　　　雑　　　　入

　　　　　・　　合　　　　計

｜30，3951㌔59，600

237・6・0｝237・6・0

　2，621i　　　600

　　　　
　2，6211　　　500

73，495

2，021

2，121

　　一　　　100　　一
　　　　　　　ノt370，6｜6　295，10075，51F

：133・罷

i。。［



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

⑫F ﾖ．138（昭和31年6月18日第3穂郵便物認可）　rF’曲　　会　　報　　　　昭和39年1月聞

　　コ

歳比順∋藩劇李罐川減1備考　・　酬火災復賊餅込納刷
　1．：事　　務　　費

　　　手、　　当
　　　旅　　　　費
　2．需　　用　　費

　　　消　耗品　費

　　　通信運搬費
　　　雑　　　　費
　3・会　　，議　　殴

《　　会　議　費
　4．事　　・業　　　獲

　　　研究助成費
　　　研究表彰費
　　学会講演会補助

　5．公　租　公　課

　　　公租公課
　6．予　　　備　　　費

　　　予　備　費
　　合　　　　計

11，140，

　7，200

　3，940

　6，386

　3，301

　1，075

　2，460

11，696

11，696

140，000

100，000

40，000

1α944

10，944

180，616

13，200

7，200

6，000

8，100

2，800

3，000

2，300

12，000

12pOOO

211，000

101，000

40，000

70，000

23，800

23，800

27，00d

27▲000

295，100

501

160

2，060
一畠一 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（38．12‘24〕見約三）

2，060

1，264
　　　（財）法人　　北海道

…25辮鴎1罐

；1；　㌶
71，0〔〕035レ000Fヨ　　君羊　　，【鳥

1・000益，品円　埼二E

40・000×1人　　栃木

翼i羅慧
27，000　　　　　　　　　　元（申勇誉戊1｜

ユ14，484　　　　　　　　　　　　　　　　1」1　　…禦↓

謝金 @支傘司実鍵込鋼馴焚鰹竺幽蜘晦

昭和59年度財団法入上田繊維科学振興会歳天歳扇予1算盛～一　越　佐

歳入予算額　　金310，700円　　　　　石川
麗熾轟鑑曝　　霞310UOO円　　’”福井
　　　昭矛038年11月23日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴛ζ　　IJl

　　　　財団法人上田繊維科学振興会戊‖1事艮　柳沢延房　　　北佐久

昭綱罐薗鰹埋禦榊振興飾入予騰＿．轍久
項　　1川博舞劉纏劇増｛減　備号　上小
　1．前年度繰越金

　，前年度繰越金
2．基本財藤i利子

φ　　　基本財産利子

、3．雑収入
　　当座預金利子

　　雑、、．　入
’4．寄　　　付　　　金

　　寄　付　金合’計1310．・・。・2・，2。。

63，800

68，800

244，800　237，600

244，800　327，600

　2，100　　　1，600

　2，000　　　1，500

　　100　　100
／　　　　　　　90，000

　　　　90，000

63，800

63，800

7，000

7，000

　500
　500

90，000

90，000

18，500

　　　　　学　内

　　　　　墨職菖

灘ll北債
万円の7．　飯　高

㌶慨安筑
元本拍万　　竜　川

綴‖子・諏訪

　　’　　岐　阜

｝語和δ9年度財団法人上由繊維科学振興蚕歳出予算蕃…一　静・岡

“三｛V∋嬬舗馴剛減1備亨調
1．事管　務　費
　（1）手当及び旅費

　　乎　　　　当

　　旅　　　費
　（2）需　用　費

　　消耗品費
　　通信運搬費
　　雑　・、　費

　㈲会　議　費
　　会’P識　費
2．事，　業　　費

研究助成及表彰費

学会講演会補助費

3．予　　備　　費

　　予　備　畷
4．翌年度繰越金
　　翌年度繰越金

　合　　　　計

36，700

13，200

7，200

6，000

9，500

4，000

3，200

　ノ2，300

14，000

14，000

238，000

168，00

70，000

10，000

10，000

26，000

26，000

310，700

．34，40

13，200

　7，200

　6，000

　9，200

　3，700

　3，200

　2，300

12，00

12，000

012，300

22LOOO

15㌔00

7α000
io，000

10，000

63，800

β3・800

329，200

300

300

02，000
　2，000

17｝GOO

O17，000
‘

37，800

371800

18，500

　　＿　　愛　知
単位円　　近畿

　　　　　京滋
謝金　　　三丹

　　　　　兵庫
　　　　　μ」陽
　　　　｝1⊥1‘陰

　　　　　徳　島

　　　　　香　川

研究助成　高知
4・人　　　愛　媛

表絢人北九州
　　　i　　　　　熊本
　　　　　宮崎
　　　　　鹿児島

　　　　　合　計

人
．4

22

18

26

38

8

45

15

39

22

195

70

17

12

11

5

22

12

5

132

49

4

18

38

2

80

16

26

16

20

52

120

36

’一@　円
　7，000

48，000

42，000

71，000

71，700

14，000

74，400

46，000

66，200

38，000

329，500

158，000

21，000

18，000

22，000

11，000

35，000

餌，000

　8，000

291，600

41｝，000

13，000

43，700

109，000

　2，000

パ36，000

26，500

112，000

50，000

36，000

109，000

249，000

62乳000

51　　106，000

32　　　66，000

44　　　97，000

3

1

1

2

9

9

1

1

6

9

9　95，000
0

6

6

2

　％
25，0

88，9

93．3

144．9

66．4’

　6、5

41．6

88．5

75．2

60、3　2］

55．4191

82．3　67

33，3　17

20．7　11

66．7　10

39．3　5

50，0

16．3

15．7

5P，2

100．0

26．8

44．9

　2，4

75．6

29．8

72．ア

43．9

4］．3

103．8

74．6

26パ

112．8

78．6

87．8

50．3

剛22・・

晶・，6，6。。

30，000

4，000

9，000

27，000

27♪000

20，000

14，000

16，000

100、0

28，6

75．0

44，6

21．8

45．5

53．8

53．3

56．5

人　　　　円
4　　6，000

2｜　　46，000

17　　38，000

26　　　71，〔〕00

38　　71，700

7　　12，000

45　　　74，400

14　　　36，000

39　　　65，200

　21

　『

1膓

は
　1

i；

　17
15

20

51

117

34

40

24

4

36，500

316，500

149，000

2bOOO

18，000

19，000

11，000

33，000

21，000

　8，000

267，000

369，674

13，000

43，700

99，000

　2，000

136，000

17，500

7㌔500

49，000

36，000

107，000

240，200

60，000

102，500

47，000

3｝　　96，000

39　　　95，000

10　　7，000

16　　30，00〔〕

2　　4，000

9　　9，000

9　　2了，000

t5　　　24，000

12　　　20，000

　　％
　21，4

085．2

084．4
（ζ云）14イ｝．9

066悟4、

　　6．5

　41．6

（：）69。2

074．1
　57．9

　53，2

077．6
33．3

20．7

57．6

39．3

47。1

14。3

15、7

46，0

（）90．0

　26．8

　40．7
㌔　2．4

075，6
　董9．7

　46．4

　43．0

　41．3

朝01．9

071．7
　25．2

◎109、0

　56．0

083．5
　50，3

　　円
28，000

54，000

45，000

49，000

108，000

217，000

｜γ8，000

52，000

88・000，

63》000

595，000

192，000

63山00

87，000

33・00∬

281000

70，000

147，000

5し000

581，000

411，000

163，000

243，000

84，000

180，000

89，000

154，000

114，000

87♪000

1051000

334，000

238，000

94，000

84，000

115，000

189，000

l　l　l’
｝・75．／12，加・

◎1器：1；IP；器

　28．6｝　14，000

・い3，…｝5・．・｝・・，…

4416い6’000

19二41　124，000
45．5144，000

　9　　　　16，000、　53．3｝　　30，000

　　　　　　　　　i
1．38？13，056，3741　　52．7i5，800，000



　　　昭和39年1月川　　　　千　曲　会　報（11召和31勺6月1811第顕］∬勇駅’t〔’吻扁召可）漏．139倒

　　　　支会便り　12，，蕊蕊瓢、∴一認舗鷲瓢噸、∴
　　　　支会総会か各地で催される　　　　究会を1｝｝］催した。45名の役員が川胤され　伴な〕教職員宿舎の不足を緩和するため

蛤把財嗣・川剛1“］］・会唖作の洞1ぽ足撒。たのて鵬会紬rわれた．位鰍・糊舳1澗∫常入予筒

2螺麟蹴；漂鵠えξ　糎翻究蹴飴開催　制移奮肱とにぱい・・一
と是二噺蹴㈱趣とを縦・。州糊蜥・・鍛蜘・・究12　1。漂煙璽鑑胸ジ

＃1｝1灘㍊議竃墾（2）1欝鷹驚禁嘉；灘；灘難

1灘灘1鰻璽：：1灘ll騨：灘覧1蟻灘1

て祝宴が催され午後4同帰「nの途につい　㈲補強加硫ゴムの静的レオロジーとくに　　　　　信州昆虫ウイルス談話会
た。　なおこの千曲寮は瓦茸平家建12．5珂己　　　Mul1111s効果に・ついて　　小言片嵩校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　艮閲∫　栄一

で昧塑臨酬］提の撒’1・室酷　山繊美㈱撒官繊良泰搬）　かいこ齢めて触ウイ・以の研究は
室・便所外を設飢高原の胴：としては㈲補強加硫ゴムのM・Ili・・効果の蹴姻てもr昧ても，最近祖，い逃展をみ
格構の出来栄で千曲会員の憩いの場とし　　と測定の比較　更埴市西中学校　久保　ているが，私たら一主にかいこほか，

て季節には・ご利用さ踊糎髄めす　孝（構搬佐藤良泰）　　　融の帽・レ珊膿病沖腸舗体病
る・　　　　　　　　（7）ナガイモ徽腋基因するFusa・i・m伝染性靴剃などの研究に関馳てい

，上撒科撒会役員会開催　㌣織善相綴叢授r沢武蟻灘謡‡よr燃㌶
　1朋19日則団法入上田繊維科学振興会　㈲ユリの交雑における親和性について　　態生理，潰伝，飼育技術など各部門から

鰻会が開催された・購者は柳沢獅　野沢南融剛ぐ芳智（］鱒教官」ミ追究し溺病の防臨害虫駆除など，ひ

醒1長・北紺正副側帳，蜘亮平・　蹴一助搬）　　　　　いては一般ウイルス，分刊吻学などま
高木春郎，中村六男，野口新太郎，会田　（9）花色発現に関する遣伝生化学的研究　　でに寄与しようということになり初めて

撫藷竺鱗灘‡瀧駄鍵岱蕊授押良（撒‥榴鑑；隠よ次のぱ方酬
よび撚運策・4納善吾の各購事で・　以上の9の研究録が終ってから，4］n㌔ll酬38年12月14日（．1、）
協議省項は①研究助成規定，研究表彰規　別講演として信州W学講師　’田中博正先　　　　　　　　　a1副0～pm3．30

鷲蠕露篇纏欝6竺㌶㌘雀話慧慧漂灘ミ鴇灘纏1；究R㌍興難纏念籠る識日

ぱ罐；麟繋雛聯n菖蕊爾予、剛バらい。・醤㌫2瓢と慧議・して一

灘籔雛麟かねせ蕊撒＿難罐‡麟認す・
広報課に打合せしたところ，県外に転勤　坪数37．74坪は12月10日完成した。場所　（2）蚕の軟化病（F）のその後の研究三つ

したとか特別の彗1情でない限り任期2ケ　は常田池近くの学部構内で閑静展望のよ　　（45分）上田蚕極学研長　山崎　寄

年を守ること・②昭和38年の歳入歳岨し・所である。このほど騨概先生，r盲（3）蚕の軟化病の鰍と誘発（45分）

罰について榔があ・た・、　　醐炬姓が稽された・　　　贈繍技師湘牛



⑭　肪，13g　（昭和31年6月18日第3穂郵便物認可）　千‘　・曲　　 会　　　i報　　　　　　昭和39約月1日，

　　　　　会　員’動　静　　酬職化．い1酬1編難繍羅｝縫
浅治袈裟男　紡　13愛　媛　帝人株武会祉松山工場長（松　　荒井　注人　蚕　3γ群馬　ll｛本レイεtンKK桐生1τコ易

　　　　　　　　　　　　　山市北吉田町）　　　　　　、　　　　　　　．　　　　（群馬りil桐生η∫広沢町6の田
岡庭　武治　蚕　23　群馬　勢多前橋養蚕連合会　前橋市　　　　＞　　　　　　　　　　5）

　　　　　　　　　　　　　北代田町546の2　　　　　　　　飯塚　義富　化　　］　京　滋　宇治市木幡櫓1飛32
「所・幸直紡　28上　小　角洋商事有1眼会社（上田市新　　塩入　重雄　糸　26埼　玉　ヨ丘松羊三6工：梁KK蕨ll：」揚長
∨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1：日2172　　質ξi活（2）2121）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（」奇ヨ三店U嫉了1ゴ戊按｜455）

益淵　誠正　糸　21　愛　媛　愛媛統計調査事務所　松山市　　　塩田　康房　学化ll福　井　呉羽紡績KK｝孜賀ナイロンニじ
　　　　　　　　　　　　　道後岩1嚇町248公務員住宅　　　　　　　　　　　　　　場技術課（敦驚肺県羽町幽：」

猪原麟細近幾 J偏；麟i）㈱糊蹴糸23、ぱ織；嚥糊旨洲秋・

　　　　　　　　　、　　　浪花lll：『興銀ピル）宝塚了『小林　　星野　宏宏　糸　23愛’伽　興和紡組KK蒲llll：1：場（蒲郡

　　　　　　　　　　　　　字棄切18の10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市蒲］lll町石川8）称肪湖∫昭
鈴木　玄九　糸　18’兵　庫　錨淵蚕プ終KK取締役（神戸市　　　　　　　　　　　　　　　羽1区川名本町6の3

　　　　　　　　　　　　　生田区浪花町興銀ピ～レ）　　　　川中．栄一　紡　26　11皮　阜　三額レーロン岐」江f：場0｜皮阜

木村正美　糸　26兵庫鐘淵蚕糸KK’（ネ｜1騨市6k田区　，　　　　　　　　　　　　市本荘）岐．阜市応庄3．456三翌
　　　　　　　　　　・　　浪花町興銀ビル）神戸了胃灘区　　，　　　　　㌦　　　　　レーヨン社宅A5

　　　　　　川　　　　　五毛通り2Tlヨ7　　　　　松井：正之紡、28近畿興和紡組KK細欣1旧囁場（和
関　　昭夫紡23近　畿東洋紡組株式会社（大阪Tlゴ北「　　　　　　　」　　　　’　歌ll］市12番丁6）
　　・　　　　　　　、　　区：堂島浜通2の8）西宮制没　　秋山武一郎　糸　19京　滋　京都栢右．京区嵯蛾函中院1仰
　　　　　　　　　　　　　上1町3の99の2　　　　　　　　柳沢　　借　紡　24　岐　」；L　大｝llオs紡績KK遜り1：」二場）111支

日幡一瑛一糸25三：i麓：⊇郷鈴鹿i陥長太田r　　　　　　－　1　　　　　靱杯破郡聴｝卜町）’

TEL．E田（2）0128・］3128

皆様の1百貨店

1，繊蛭り．　　『』
1－964年の新年を迎え会員疏者各位のいよいよご健廠でご

1活躍の年でありますよう祈念いたします《、今年幟東京オリ

｝遮㌶籔鷲蕊㌶巖ご㍑撫篇
1嶽線して，この面で園けに及ばず，翻硫巾広し｛躍

　進成果を期待いたし謝す。

編集委員　小林尚一，香μ廟等不ll，大屋正尚，古平福紀

　　　　窪田　衛，大工原建，小山　定，滝沢迩夫

　　　　小林　勝，白りト要範

》

．竃灘レ鎖

長野県小県郡塩田町

オルガン針株式会社，
　　　　　　　　T’EL塩田650

’、　社長増島芳美


